









Copylight (c) 2005 樋口勇夫
名古屋学院大学論集 言語 。文化篇 第 16巻 第 2号(2005年3月)
貴陽方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形














ストレス左移動の順 ① ② ③
後字のタイプ “nght sprea“ng'' “高降" “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1
①は軽声の “既定値"(“低''という “声域特性")まで失われてしまった “nght spreading"(前字
上声を除く),②は“上声 (41)"という特定の声調の声調特性を獲得した“secondary tOne",③は“既
定値"のみ保存している, と考えている。




地点 前字調類 単字調値 二音節語調値
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b・2004c)では,更に,「昆明・陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」,「昆明・去」や,「成
都・陰平」,「成都・陽平」,「成都 。上」,「成都 。去」の後字軽声のような,“中平"タイプを認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
昆明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
成都 陰平 35 35+44
成都 陽平 31 44+44
成都 上 553 55+44
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調類 調値 後重 後軽(後字巧
① 45 45+21 45+45
② 21 22+45
③ 42 44+21 44+45
















調類 調値 後重 後軽(後字45)
① 45 45+21 45+45
② 21 22+45
③ 42
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後字調形が “高昇"である「①+②後軽」,「②+②後軽」,「③+②後軽」,「④+②後軽 a」 4形式
は, “高昇(High Rising)''タイプー略して “HR"タイプーという範疇を新たに立て,そこに属させる
ことができよう。










字陽平 (単字21)の場合にのみ後字が変調する (調値45)ので, これを見る限りは “軽声"とするより “変調"とす
べきであるように思われる。しかし,後字陽平が45に変調する語は,接尾辞 “―夫"・“―几"を伴うか,重ね型である
か,軽声を有する方言では後字軽声に読まれるものがほとんどである。また、江 (1981:128)では軽声に相当するこ
とが述べられており,更に江 (1981:129)では,後字上声 (“牙歯"・“耳条")や後字去声 (“庄稼")の例も少ないな
がら挙げられている。以上により,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代浜活方言音岸」(侯精―主編,上海教育出版社)『音椙』付属カセットテープの音声を,
また,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 おr WhdOws」(東京大学医学部音声言語研究施設,デイテル株式会社)
を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和軽声悟音同不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[35+2]突経声活音
凋、安炭人声和経声活音洞,ス」只考慮其変調凋値眼経声后字在音高上的美系,不追究其本調和交凋之同的演変
辻程,所以,北京 “老虎"速祥的楚声悟音同就可以旧人田平升共的経声悟音洞来逃行付企。」
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